2026年度 学会発表奨励金 申請書 
	 	 	 	 	 	 	2026 年   月   日 
Ａ：申請者個人データ 
	申請者氏名（フリガナ            ）
姓          名             

 学籍番号（ 　　　　　　　　　　　    ） 
	 
	所属の分野・専門名等の名称 
                  
2026 年度現在の学年（後期）   
年 

	連絡先住所と電話番号（携帯）  〒 
 
携帯 Tel.    （ 　　  ） 

	全学（機構）メールアドレス 
 
	他の奨学・研究助成金がある場合、名称と金額名称          
助成金額     　　　　　    円 


Ｂ：申請する発表に関して 
	研究発表の題目（発表言語：   語） 
 
  
	研究領域（キーワードで） 
 
 

	発表形態（選択） シンポジウム・個別発表・ポスター発表・ワークショップ・
その他（　　　　　　　　　　　　　          ） 


Ｃ：学歴及び職歴 
	年 
	月 
	学歴および職歴 

	 
	 
	 

	 
	 
	 

	 
	 
	 


Ｄ：著書、学術論文（卒業論文、修士論文を含む） 
	年 
	月 
	タイトル 
	掲載誌 

	 
	 
	 
	 

	 
	 
	 
	 

	 
	 
	 
	 


E：発表する研究集会と、それを主催する学会に関して 
	研究集会の名称及び主催学会の正式名称 
	学会規模（出席人数・参加国数） 
	研究集会会期 
（自身の発表予定日） 
	開催国・都市・会場施設名もしくは WEB 参加か 

	 
	 
	  年 月 日～ 日 
	 


 
Ｆ：希望する奨励金額の選択と内訳(金額は円に換算)  
	＜希望する奨励金額＞ （募集要項参照）（右欄に〇）⇒ 
	① ② ③ ④ 

	＜経路の内訳＞ 
出発地～経由地～到着地の都市名や空港名（区間ごとの交通機関名） 
	区間ごとの金額 

	例：名古屋駅―セントレア（名鉄）（往復） 
	   1960 円 

	  セントレア―シンガポールチャンギ国際空港（空路）（往復） 
	  67000 円 

	  チャンギ空港―シンガポール市内（鉄路）（往復） 
	600 円 

	 
	      円 

	 
	      円 

	総額 
	      円 


 G：本申請の研究発表の内容 
・本研究発表の概要を簡潔に記載すること。
・本研究発表がデジタル人文社会科学分野とどのように関連するかについて具体的に記載すること。
・本研究発表への取り組み及び発表経験が、申請者本人の研究能力の向上にどのように寄与するか等研究発表の意義について記載すること。
（日本語の場合1200~1500 字程度：英語の場合、A4 用紙 1 枚に収まる程度に記述する） 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
  
当該テーマに関連する重要な文献（3 つまで）： 
 
 
 
※取得した個人情報は適切に管理し、利用目的以外に使用しません。 

Ｈ　推薦教員の署名
申請者が渡航・発表の準備から終了後帰宅に至るまで、デジタル人文社会科学研究推進センター教員の指導と責任の下で活動を行うことを同意いただくために、下記に直筆署名をお願いします。

 
申請者はデジタル人文社会科学教育プログラムに参加しており、本支援金の趣旨に適合する者として適格と認められるため、ここに推薦いたします。
令和　　年　　月　　日

所属：
職名：
氏名：　　　　　　　　　　　　　　（自署）
1


